新羅義湘の唯識説 (特集 : 日本における韓国仏教思想の研究の成果と展望) by 大竹 晋
336 On W凸nhyo’sIjangui （ニ障義）
Kisillon so 起｛言論疏. By WC'.>nhyo; HPC 1.698・722;T 
J 844.44.202a-226a. 
Tuesiing kisi//on pyi'5/gi大乗起｛言論別記.By Wonhyo; 2 fasc., HPC 
1.677・697;Tl 845.44.226a-240c. 
Tαishδshinshu daizδ勾Jδ 大正新｛有大蔵鰹（RevisedTripitaka compiled 
during the Taishδp巴riod).Edited by Takakt 
Watanabe Kaikyoku渡辺海旭.Tokyo: Daizδkyokai, 1924・1935.
A.チャールズ・ミュラー
（東洋学園大学教授）
1 A good example ofWonhyo’s comparative treatment of vぬicle陀lationぬipscan be found in 
the final section of向 ljanがi,where he summariz.es the most m仰rtantpoints of debate. In出s
pぉsage,Wonhyo exp凶1Sthe relationship between the加d司副tvasandthebぽ levelsofles記r
vehicl巴practitioners，低COi廿ingto various criteria See HPC I訓2b4-d5.
2 T 1666.32.577cl9-24. 
3 Tl844.44.215cl3・20.
4 /-IPC l.789cl 1-20. 
s中艮本無明者彼六染乙新依板本HPCI. 795a 1. 
6A凶-geinternational project （持制限oredby SUNY Stony Brook and Don臨ukUniversity) is
p陀sentlyunder way to回nslateWonhyo'sα凶 tworks into English. I have recently completed a 
回nslationof the ljangl1i for出atproject For further iぱom叫onon出sproject, please se 
加p仏.vw1v.human.t句。gakue作比acjpl吋icmuler,ゐ叫如>r!WonhyoTrw岱latio九him.
新羅義湘の唯識説
I はじめに
I 一乗の心識 一阿頼耶識と知来蔵－
I 心臓と法界縁起 一相即相融一
N 心識と性起 一離分別菩提心一
v 三乗との違いー相即相融か否か－
VI 二来週心
VI 極果廻心
VJ][ おわりに
はじめに
大竹普
筆者は朝鮮仏教を専門とする者ではないが，先に華厳数学の三性説を検
討しI，その際義湘の三性説にも触れる所があって，韓国の友人たちから好
意的な感想を戴いた．今回は，専ら義湘の華厳教学につき，三性説を除く
他の唯識関連の箇所を検討し，日頃の韓国の友人たちの友誼に報いたいと
一乗の心識 ー阿頼耶織と知来蔵ー
338 新羅義1憾の唯識説
智倣や法蔵は＇ J.llj教一乗の心識を， ①十心 ②穂積心 ③唯一法界性起心
とする．現存の資料においては，義湘は，そうした心識を説いていない．
但し『一乗法界図』に，次のよ うにある．
若約別教一釆，略説十門．所繍， …一心所摂故，一（大正蔵45・712bc)
十円とは， 『十地経論』巻八に出る十種の十二縁起を指し， 一心所摂観
は，その第二である（大正蔵26・l70c）.十種の十二縁起を別教ー釆zとする
のは，智倣『孔目立』第六地縁生章に， 「如是十番十二因縁，一乗義摂J（大
正臓45・568b）とあるのに拠る．
一心所摂観の「一心Jは，智俄『捜玄記』巻三下に， 「心者，即梨耳目心J
と釈され， 「梨耳目唯職Jに配される（大正蔵35・64b）.義湘の語録と思われ
る2『華厳経問答』巻下（二次資料であるが，本稿では暫定的に，義湘の思
想を伝えるものとして扱う）は， f梨耶唯識， ~n以真識為体J （大正競45・
605b）と註する．
『捜玄記』巻三下の法界縁起説が，性起について 「又此縁生文，十二因
縁，即第一義J（大正融35・63a）と言うことからして，恐らく義湘は，この
阿頼耶職（梨耶）を， ＠唯一法界性起心と見て，真織と呼んだのであろう．
③は，智鍛『五十要問答』心意識義に，I又一教唯一心．顕性起具徳故J（大
正臓45・523a）とあり，法蔵『五教意J心識差別に， 「又唯一法界性起心，
亦具十徳J（大正臓45・485b）とあり， 『五教章』十玄縁起無磁法門義に，
f然一心亦具足十種徳J（大正裁45・507a）とある． 『古記』に拠れば，義
湘系の神琳は，唐の融順に， 一乗の阿頼耶識の五義を示されたが，その第
三は「三，性起概．持十普法J（大正蔵45・747a）であり，③がfgで阿頼耶
織とされていたのが知られる．
別教一乗の心識に，①＠＠があるうち，義湘は①②に触れず3，③を重視
2 石井公成［1996），第一部第三章第五節 f『華厳経問答』の諸問題jに基く大竹の判
断．
3 I旦し．②積極心に触れているようでもある．『華民主経問答』巻上は．行境の十仏に対
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するのである．それは恐らく，①や②が，抽象的な理屈のみであるのに対
し，③は．一心所摂観という，具体的な観行に繋がるためであり．実践的
な義湘を惹き付けたのであろう．こう した義湘の性格もあってか，梅1反撃
厳では，別教一乗の心臓として，阿頼耶識が重視されたようである． 『大
記』は，本織を玉海の源とする（大正蔵45・722c).
『華厳経問答』巻上は，この③を，一如来蔵真識とするよ うである．
遠者有初教｛立害事，正熱教終以去，一切法｛旦一如来蔵真織作故．（大正臓45・599b)
「正熟教終以去Jとあるため，別教一乗の＠唯一法界性起心をも，一如
する智織の釈（現存の智織の著書に見られないものである）を引き，復釈を加えるが．
そのうち第七心仏に，次のようにある．
七，心仏．『経』云，安住故．
釈云，所有功徳種種相故田
解云，此宗中，心種種義，釈開「功徳J.一切 f積種相J＇各各自是．以不壊義 ，以為
心仏故，日 f安住吉l:J.（大正面車45・599c)
「釈云Jは智倣，「角平云jは幾湘である．智織の「功徳種種相jを，義湘が f此宗中，
心稜種義jと解すのは，智倣『孔目章』 明難品初立唯織章の，「或唯十織，乃至極秘，
是一乗日佐織．是拠矧l教言J（大正綴45・547b）に拠る．義湘は，智倣の f功徳祖秘中目J
を． ②種種心と角草しt2のであろう． ＠種種心は，『十地経論』巻十ーの．「無量百千紐
種心差別相J（大正綴26・l87a）を指す．
しかし． この義削の解釈は判りにくい.r無量百千種種心差別栂Jが，どうして「功
徳種種相Jであるのか．心が種種であるのと，功徳が種種であるのとは＇ g1jのことで
はあるまいか
むしろ，智織の f功徳種種相Jは． 『五十要問答』心意識義に．「又一教唯一心．顕
性起具徳故J（大正臓45・523a）とある如く，＠唯一法界性起心ではなかったか．法蔵
『五教章』十玄縁起無磁法門も，正しく③を f具足無窮種種徳」（大正臓45・507a）と
するのである．義湘の解釈には， 少しく疑問が残る．なお『古記』の引く義湘自身の
十仏解釈は，今と異なり，第七心仏を，f息心即仏．起心非fムJ「息、心法界円明．起心
法界差別j云々と，禅的に解する（大正蔵45・758b).
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来蔵真識とすることが判る 義湘は，如来蔵を，性起をも含む広い意味で
用いている4.
この用法は，智織や法蔵にも見られる．智倣『干し自章』明難品初立唯誠
意は，識を f究究用如来蔵為体J（大正臓45・543b）とし，『一乗十玄門』（著
者問題はあるが）は，十玄門を f如来蔵性清浄真心之所建立J（大正滅的 ・
5 J 8b）とする．法蔵『五教章』十玄縁起然破法門義も，十玄門を「唯是一如
来蔵，為自性消浄心転也．但性起具徳故，異三乗耳」（大正蔵45・507a）と
し， 『探玄記』巻ーも， 『華厳経』の教起所因の第七を「欲開発衆生心中
如来之蔵性起功徳J（大正磁35・108c）とし，巻十三も．第十帝網無礎唯識
を「心識知来蔵法性円融J（大正臓35・347b）とする．如来蔵は，別教の性
起まで含む広い意味で用いられている．
ここで再考したいのが，いわゆる知来蔵縁起宗という言葉である．周知
の如く，法蔵『起信愉義記』 『法界無差別論疏』は，一切の経輸を，①随
相法執宗，②真空無相宗．③唯識法相宗，④如来蔵縁起宗の四宗に分ける．
＠の如来蔵縁起宗は， f理事融通無醗税」とされ， 『楊伽経』 『密厳経』
『起信論』『宝性論』等とされるため．この中には，事事無礎たる『華厳
経』は含まれない，と見るのが，従来の見解であった．
ところで，法蔵『入楊伽心玄義』には，この四宗に対応する， ①有相
宗②無相宗③法相宗＠実相宗の四宗が説かれている そして法蔵は，
この四宗について，次のように述べる．
若依此経宗及通諸教，種類相収，或四或五．今且弁四．（大正毅39・426b)
諸教を通じて種類を相い収めると．四宗とも五宗ともなるが，今は且ら
く四宗として弁ずる，と言うのである．五宗と言った時，そこに『華厳経』
の宗が別立されるのは明らかであろう．しかし， 『華厳経』の宗を，④の
4但し，『華厳経問答』巻下は，三階教の如来政仏につき，「此言如来蔵等， 且約終教
等言之．若一乗者，en性起之法作也J（大正滋45・610b）とも言い，如来蔵と性起とを，
いちおう区別する．
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実相宗に含めて，諸教を四宗として弁ずることも可能なのである．実相宗
を，如来l復縁起宗と同じと見る場合，知来蔵縁起宗には， 『華厳経』も含
まれることになろうs.法蔵は， 『華厳経』を，如来蔵を説く他の経論と同
ァ視することを避けているが，かといって，別教一乗の性起を，虫日来蕨か
ら分離したわけではない． 『起信論義記』巻下宋は， 『起｛言論』の説く如
来蔵の用大を， 「性起大用J（大正蔵44・275a）と呼んでいる．
如来蔵というのは，性起までをも含む広義の言葉なのであり，如来蔵と
言えば終教と決め付けるような，短絡的な理解は慎まなければならない．
また同様に，阿頼耶織というのは，唯一法界性起心までをも含む広義の言
葉なのであり，阿頼耶織と言えば始終教と決め付けるような，短絡的な理
解は慎まなければならない．義湘は，現存する資料において，それを端的
に伝えてくれるのである（
5このことは，日本華厳において既に指摘されていた．順高『起｛言論議記li!線記J巻
三末， 日仏全92・139c～140a.
6阿頼耶織以外の織については，『法界図記叢髄録』に．議湘の門流の言及が幾つか見
られるため．ついでに触れておく．
まず『法記』に， f五際縁於五塵境時．意識同縁J（大正蔵45・728c）とあるのは．真
締駅『摂大乗論』巻上に，「如『経』言，此眼等五線，所縁境界，一一境界，意織能取J
（大正政31・l19a）とあるのに拠る．智儀『五十要問答』心数及心所有法義は．五般に
つき， f自与意織，或肉体，或具体故．故『経J云，有一意識，与五織，共縁境放．此
約三釆始教重量相説也J（大正蔵45・525c）と，この文を引き．五織と意織とを一体とす
る．『古記Jに，『終教中．立一意識J（大正綴45・724c）とあるのは，この一意織であ
る．智織は一意織を始教とし．『古記』は一意識を終教とするが，『古記』は法綴『起
｛冒険義記』巻中末に． 『此『論』就一意識義故．不別出五織，但説意餓分別六邸J（大
正臓44 ・ 266b）とあるのに拠るのである．『真秀大徳記』に， f約一乗， ~lj無尽意総所対．
名為法也j（大正競45・718a）とある無尽意識は，意味が明らかでないが，他の織と相
即し，全てが意織であるよるな，意識のことであろう．
次に『法記』に， f其末那蛾，員lj向内執我J（大正臓45・728c）とあるのは，智微『干し
目撃J明難品初立唯織章に，「末那ー起，相続縁我不廃J（大正臓45・546bc）とあるの
に等しい．
そして『法記』に.r繁耶本織．縁三類境J（大正蔵45・728c）とあるのは．智倣『孔
目章』明簸品初立唯誠意の引く『顕揚聖教諭』巻ーに，「此織．能執受了日IJ色彼綬所依
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『華厳経問答』巻上に，次のようにある．
問． 『起｛言論』，以「真如紫無明，無明熊真如J.其相云何．
答．不｛也故，不中目知故．調a 真如平等義，無明迷自義．義，非真如無無明，
非1照明無
処及J般論練習，・・・又能執受了別外器t世界J（大正綴31・480c）とあるのに等しい．つま
り三類涜とは．色線被所依処・戯論議習・外器世界である（『貫主伽師地論』巻五十一，
大正厳30・580a，『成喰餓論』巻二． 新華革本通27頁にも出る）．法相唯織で言う三類境
（性境 ・ ',l干質境 ・ 独~境）とは関係ない．
｛旦し智織は奇妙な解釈をしている．『顕揚聖教給』の f了B1Jは．阿頼耶識が三類境
を所縁とするという意味であるのに，智留置は，
鍛持 r~昔色根J，令板明了也．ー・・明総与『戯論策習J 上心種子，為所依処也．・・・明彼本
総与「lra－世界j同．世界与本織ー ， 而得成就．名了別也．（大正臓45・545bc)
として， f了別jを，｜何籾耶臓が三類Jj'I;を執持して成就させる，とし、う意味に解すので
ある，この「TlJIJの解釈は，智倣『摂大衆無性釈輪疏Jtこ出る，「分別jの解釈に等
しし＼
本総功能，然属因縁，名依i也性．即此功飽．執持E者法，各令成就．不格雑乱，義同分
知J.名線本分別自体．亦名分jlj性．（『均如大師華厳学金書』下巻， 375頁）
インド唯織においては．線本分別は，阿頼耶織（依｛也起性）の虚妄な認識を指し，分
£1）性（週E十所執性）とは関係ない 智徽は，阿額耶臓の功能が， t者法を執持し，各おの
成就せしめ，雑乱しないことを， f分別jとし， 般本分別とし．分別性とするが． これ
はインド唯微からすれば鋲解である．智織は『了別Jについても同じ誤解をしている
が．『法記』は 「繰三類境jと言うのみであり．智織の鋲解には，気付かなかったよう
である．
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真如．是故，互燕也．此義Rn霊長．事理明｛乳相即相融義，入無分別理也．
（大正政45・602b)
これは，智倣『五十要問答』心意識義の，次の文を釈したものである
言蕪果報者，拠｛立而説 此可思簡．故『起信』云， 「真如紫無明，無明
熊真如j 目此意，向実也．｛大正競45・522c)
唯識では，七転識の現行が阿頼耶識（果報職＝異熱誠）中に種子を薫じ，
阿頼耶職中の種子が七転識の現行を生ず，と説く．阿頼耶臓と七転識とは，
互いの親因であり，七転識のみが薫ずる
しかるに智俄は，七転識に無明が存し，阿頼耶臓に真如が存する，と見
るため，無明が真如を燕ず，と説き，また，阿頼耶識の其如が，七転識の
無明を浄化する，と見るため，真如が無明を薫ず，と説く．阿頼耶識と七
転識とは，互いの親因であるが，両者が互いに薫ずる．
義湘はこの文を，真如と無明とが， 「不他故，不相知故J＇互いに薫ず
る， と釈す． 「不他故，不相知故j は，智倣『干し目意』普荘厳重子因果章
の，次の文に拠る．
親因与親因，互不相知，疎縁亦爾．｛可以故. 1R~所可知古文．貌因与疎因，不
相違．何以故．無二相故． （大正講義45・540a)
義湘の「不他故Jは，智繊の「無二相故Jであり，義湘の「不相知故J
は，智僚の「互不相知Jである．義湘は，真如と無明とが別でない， とい
う点を， 「不他故Jと表現し，真如と無明とが無分別の理にある，という
点を， 「不相知故Jと表現する．
「真知薫無明，無明議真如」に対する義湘の説明が，適切であるかは判
らない。ただ，普荘厳重子因果輩の依用の仕方には，普荘厳重子因果章の
原意と，異なるものがあり，そこに義湘の特色も見られる．以下，それを
述べる．
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普荘厳重子因果章が，「親因与親因，互不相知」と言うのは，阿頼耶誠（中
の種子）と七転蹴とが，互いに全有力 ・全無力となり合う，という意味であ
る．産束のように相依し合っている阿頼耶識（中の穂子）と七転織とは，相
手のカに全面的に依存し合っており，各々，相手に対して全無力，相手か
ら見て全有力である． 『捜玄記』巻ー下に， f文言不相知者，非開情知．
今言有力性作也J（大正蔵35・28b）とある如く， 「不相知Jとは，一法を有
力 ・有性と見る時は， 他法は無力・無性であることを指す．
また f疎縁亦爾Jと言うのは，疎縁（阿頼耶識の現行）と親因（阿頗耶職中
の種子や七転職）とが，互いに全有力 ・全無力となり合う，という意味であ
る．親因と疎縁とは．どちらかが欠ければ果が生じないため，相手のカに
全面的に依存し合っており，各々，相手に対して全無力，相手から見て全
有力である．
また「親因与疎因，不相違．イ可以故．無二相故」と言うのは，親因と疎
縁とが、ともに親因である，という意味である． 『五十要問答』如実因縁
殺に， 「又増上縁，望自増上呆，還為親因．故『雑集論』， 会疎縁，入親
因摂J（大正戯45・531b）とあるように，智倣は，疎縁を親因に摂める考え
を，強く持っていた．親因と疎縁の，どちらが欠けても果が生じない以上，
疎縁もまた，親因に等しい力を持つのである．疎因とは， 親因に摂められ
た疎縁のことである．
つま り普荘厳註子因果章は，縁起においては全てが続因である，と言い，
その親因は互いに全有力 ・全無力となり合う，と言っているのである，
それに対し，義湘は，普荘厳童子因果章を用いて，真知と無明とが無分
別の理にある．と言う．
智憾の「無二相放jは，全てが親因である，という意味であるのに，義
湘は，真知と無明とが同じである，という意味に解し， f不他故Jと言う．
『一乗法界図』の法性備の冒頭に， 「法性円融無二相J iとあるのも，智倣
の「無二相故Jを，真如と無明とが同じである，という意味に解したので
ある（大正臓45・711a). 
また智織の f互不相知j は，全有力と全無力とになり合う，という意味
であるのに，猿湘は，真如と無明とが無分別の理にある，という意味に解
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し， 「不相知故Jと言う． 『一乗法界図』に』 「…不相知義 何以故．無
分別故Jとあるのも，同様の思想、である（大正臓45・7I 5b). 
普荘厳童子因果章の原意では，疎縁は親因に摂められ，全てが親因とな
るのであった．これは，法蔵『五教章』縁起因門六義法に， rt包上縁，望
自地上果，得有六義．以還是親因摂故J（大正毅45・502b）とあるように，
縁起因門六義法の基礎となる考え方である．義湘は，普荘厳重子因果章の
原意を解さなかったのと同様，縁起因門六義法にも親しまなかったらしく，
r一乗法界図』『華厳経問答』 は， 縁起因門六義法を説かず，僅かに『道
身章』が， 『五教章Jを釈する範囲で，縁起因門六義法に触れるのみであ
る． 『道身章』は，
『道身』 云．一乗縁者，随挙一法．線、摂余法，無余，為此一法之縁耳．四縁
等諸縁之実，皆消於一乗． （大正滅的 ・726c～727a)
と， 四縁のどれもが，親因（因縁）として全有力たり得るとし， 「所伝倣
師恒導了j とするため，義湘は，智倣が恒にこうした考えを持っていたこ
とを，知っていた筈である．それなのに， 『一乗法界図』 『華厳経問答』
が，縁起因門六義法を説かないのは，義湘自身が関心を持っていなかった
からであろ う．
智倣や法蔵においてa 法界縁起とは，縁起因門六義法を因として起る，
相即相入である， しかるに義湘において，法界縁起とは， 事 .J!Iの無分
別を因として起る，相即相融（ ！）である．先の『撃厳経問答』巻上に． 「此
義即顕，事理明闇，相即相融義，入無分別理也Jとあり， 『一乗法界図』
！こ， I縁起者，随性無分別，即是，相即相融，顕平等義J（大正蔵45・715a)
とある．義湘は相入を重視しないのであり ， 『一乗法界図』も， 「理事冥
然， 一無分~IJJ によ って，事事 ・ 理事 ・ 理理の相即を説くのみである．相
入を重視しないのは，縁起因門六義法を説かないのと，関係、がある．相入
は，縁起因門六義法の，有力無力の義に由るからである．
義湘は，相即相融を，縁起とする．しかし，相即相融は， 「随性Jとあ
るように，むしろ性起であり，相即相入こそが，縁起である． 『孔目章』
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十門料簡一経義に「法無我因六義」（大正蔵45・537a）とあるように，智俄
は，法無我（事・理の無分別）たる性起を， 縁起因門六義法の前提としE
縁起因門六義法によって，法界縁起を明す． しかるに義湘は，性起によっ
て，直接，法界縁起を明すのであり，縁起因門六義法を介さない．
『華厳経問答』が言う「義，非真如無無明，非無明無真如Jは， 『孔目
章』党行品初明通観章が言う「無明是何義．是真如義．何以故 真如成無
明故．若無真知，即無無明J（大正融45・550b）に拠る． 『一乗法界図』 に
も， 「無始無明，従何処来．従如知来j とある（大正臓45・716a）.義湘は，
智倣の教学の内でも，真如と無明（理と事）が等しいような，性起そのもの
に関心を持ち，縁起因門六義法のような，性起の上の縁起には，関心を持
たなかったのである．ほんらい縁起因門六義法に絡めて理解すべき普荘厳
童子因果章を， f生起に絡めて理解しているのも， 義湘が縁起因門六義法
を余り学ばなかったことを示していよう．性起は，地論宗の自体因果に他
ならず，縁起因門六義法こそが，智倣の創作である．義湘は，智倣の教学
のうち，地論宗を受け継ぐ古い部分に，より惹かれていたのであろう．同
様の傾向は，地論宗の影響が強い新羅華厳全般に見い出され，例えば元暁
系の表員『文義要決問答』ですら，縁起因門六義法に関説しないのである，
普荘厳童子因果章の原意では，縁起においては全てが親因となり，その
親因は互いに全有力と全無力とになり合うのであった．『一乗法界図』も』
「問．何故不著集者名字．答 表縁起諸法無有主者故J（大正蹴45・716a)
と，縁起には主（唯一の親因）が存在しないと言う． しかしこれは，性起か
ら導き出せる考えであろうか．性起の上の縁起（全てが親因となる縁起因門
六義法）によって，初めて導き出せる考えではあるまいか．義湘がどこまで
深く考えて書いたのか，少しく疑問に思うのである．
IV 心識と性起 一離分別菩提心一
事・理の無分別，つまり性起は， 「離分別菩提心Jにより証される．『華
厳経問答』巻下に，次のようにある．
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言起者，即其法性， R陸分別菩提心中，現在前故，云為起． 是~n，以不起為起．
（大正裁45・610b)
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これは，智鍛『孔自章』性起品明性起章に， f起，在大解大行離分別菩
提心中，名為起也目由是縁起性故，説為起．起即不起，不起者性起J（大正
蔵45・580c）とあるのに拠る．性起は，角平行位，つまり十信満ないし十地満
の， 「離分別菩提心」の中に起る．十信満から起るのは，この 「離分別菩
提心j が， 十信満の党行品において，初めて事・理の無分別を証し，い
わゆる信満成仏を起すからである
性起は，不起を起と為す，と言う．起と不起とは，生と不生とに等しい．
事・理が無分別であるならば，生は不生である．生が不生であるならば，
因果は存しない，因果が存しないならば，人は，仏国か仏果かの，どちら
かでしかあり得ない．智倣『五十要問答』諸教修道総別義は， 「即十信巳
来，即成仏，即成菩薩J（大正蔵45・520c）と言い，法蔵『探玄記』巻四は，
「若以因門取之，貝lj常是菩薩．若果門取，員lj宣是仏J（大正蹴35・189b）と
言う．信満成仏は，仏果（仏）のみに成るのではなく，仏国（菩薩）のみにも成
るのである．
仏国のみと見る時，仏果は全く存しない．仏果のみと見る時，仏国は全
く存しない．仏国のみと見る時，仏果は仏国に摂められ，仏果のみと見る
時，仏国は仏果に摂められる．つまり，仏国・仏果は相即する そうした
相即こそが，華厳教学の考える成仏であり， 事・理の無分別を証する十
信満以降は，絶えざる成仏の連続である 智俄『五十要問答』成仏前後義
に， 「若依一乗教，於念念、中成イムJ（大正競45・5I 9c）とある1. 念念とは，
菩薩の十信満以降の，軍I］那軍I］那である．智i厳『孔日章』釈四十五善知識文
？ 『五十要問答』信満成仏義に， 「若兵五位及九位作仏，即是，一乗円教摂也J（大正
議45・52la）とあり，『孔目章』初明十地品十地主主に，「約一君主義者，十信終心，乃至，
十解位，十行，十趨向，十地，仏地，一切皆成仏J（大正磁45・56la）とあるのも同義
である．
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中意章に， 「如契普賢法，一念即成仏．此依俗諦念也J（大正臓45・585c)
とあり，義削『一乗法界図』に， 「一念者，約事念説也J（大正減45・712c)
とある．一念に成仏すると説く場合にも． 「無念J（真如穫の無時間による，
通常世界の時間の否定）に依るものと， 「俗諦念J 「事念J（通常世界にお
ける一手I］到｜りに依るものとがあり，前者は三乗にも通ずるがs，後者は一乗
のみが説く． 一乗では，理 ・事が無分別であり，無念（理）が事念（事）だから
である．
智倣や義湘は，このような性起の成仏が， 「離分別菩提心Jの中に起る，
と言う．筆者は曾て，先行品に対する『捜玄記』の釈を通じ， 「自ft分別菩
提心Jを，有性（事） ・無性（理）を離れた無性性，つまり真諦訳の真如，を託
する心であると推測したえ性起たる，理・事の無分別は，無性性真如であ
り，それを証するのが， 「離分別菩提心Jである．無性性真如を証するの
は，唯織では無分別智の機能であるから， 「離分別菩提心Jは， I佐織で言
う無分別智に相当する．そして正しく， 『華厳経問答』巻下には，次のよ
うにある
但以無分別智乃鉦者，念念修無分別智方便可（l}?). 無余事也．
（大正臓45・6l2c)
別教一乗の菩躍は，｛言満以降の念念（刺那革lj那）に，無分別智によって真
如を証し，成仏し続けているのである．このような，性起に対する義湘の
説明は，明日析であるし，智僚の意に叶うものであったろう．
なお智倣『孔回章』焚行品明通観輩は， 「一無分男lj智定Jを「亦得与頓
教義同Jとし，唯職で言う無分別智に，禅宗で言う一行三味をも含めてい
る（大正融45・550a）.このことから， 『一乗法界図』に「理事冥然，ー無
8 智餓『孔目Jjl:』釈四十五知徹文中意撃は， a 乗ーに「無念、疾得成｛ムJを鋭き（大正滋
45・585c），『孔目章』十地品明十地章は，初教・終教の一念成仏を 『無念Jとし（大正
殿45・56la），『五教傘』修行時分は，頓教の一念成仏を I無念Jとする（大正磁45・491的．
9大竹（2000).
韓国仏教学SEMINAR8 349 
分別J（大正競45・714b）とあるのを，禅宗（頓教）的と解する向きもあるカ，10. 
筆者は余りそう思わない．智倣は「一無分別智定Jを， l原教であるとは言
わず，頓教とも同じであると言うに過ぎず， 「一無分別智定Jの重心は，
あくまで唯識で言う無分別智の方にある．また f理事冥然，一無分別jは，
嘗て詳述した如く II，無性性を指し， 「離分別菩提心J（唯識で言う無分別
智）の所縁を，有性・無性の無分別（性起）としたのみである．『一乗法界図』
『華厳経問答』の 「無分別Jは，別教の 「離分別菩提心Jの 「離分見ljJと
同視されるべきであり，頓教の一行三昧と同視されるべきではない12＿こと
性起に関しては，義湘はあくまで智鍛に忠実である．
法蔵『五教章』十玄縁起無眠法門義は，先の智倣『孔目章』性起品明性
起章に， f起．在大角早大行離分別菩提心中，名為起也jとあったのを， 「普
賢境界，諦観察余時，但在大解大行大見聞心中J（大正離45・50七a）と改変
し，阿佐分別菩提心を説かない．これは法蔵の他の著作でも同じである．智
倣の性起解釈に深く親しみ，遵守し続けたのは，義湘なのである．
v 三乗との違いー相即相融か否か一
特に一乗の唯識説と三乗の唯識説との違いについて見る．『撃厳経問答』
巻上に，三乗の唯識門と，一乗の取る所との違いについて，次のようにあ
る．
唯識門者，難所見法多，而唯一誠作，無外別法也．今所取者，此心，随極
限因縁，作種種法時，是諸法，皆因縁之法，無住無我法故，無自住，無不所
（如？）是之義．此義，随因縁無住，不随作心故，不同也．（大正臓45・602a)
10石井公成（1996),245頁．
I 大竹［1999](2000］・
12 義湘の言う f無分別」に，禅宗と紛らわしい点があるのは確かであるが，問機の
点は智織にも見い出され，この点のみをもって．義湘のみを猟宗的と言うことはでき
ない．｛旦し義湘を概して禅宗的と見ることには．筆者も質成する．
350 新1.(1;義湘の日佐織説
三乗の唯臓門は，諸法が唯一臓の作であり，外に別法なし，と説く．一
乗の取る所は，諸法が無住であり，作心に随わない，と説く．ゆえに不同
である，と言う．諸法が無住である，とは，諸法が，理・事の無分別にあ
る，（つまり，理や:rnという自性を守らない，）ということであろう．
また『華厳経問答』巻上は，一乗の浄土に十仏のみ在するならば，三乗
の自受用土と．どう区別するのか，という聞いに対し，次のように答える．
三乗白受用土，｛旦成人所感．自織中国所生，五慶等土，最勝故，不余所及．
今一乗浄土，量制旦在仏，而非捨衆生業身等法. ~l不捨，而不同分斉．難不同，
而即是共也．（大正政45・60lc)
三乗の自受用土は，成人（自受用身）の識の生ずる最勝の五鹿等の土であ
るため，余の衆生に受用されないが，一乗の浄土は，十仏のみ在するにせ
よ，衆生の業身などを捨てない（普通の五塵等の土である）． 十仏の浄土ι
衆生の業身などとは，見方（ 「分斉J）によって違うだけであり，実には同
じである，と言う．
また，一乗の冷土と，終教の法性土13とを，どう区別するのか，という聞
いに対し，次のように答える．
彼教所明，但修入所証，寂照照寂14，能所平等， 一実如，為浄土．非随衆
生妄f議所生等種種法即為共故，唯自定慧等智所証之分斉．在此ー釆中， tn其
事法不壊，全摂為仏土故也．（大正毅45・60lc)
終教の法性土は，衆生の妄識の生ずる種種法ではなく，定慧などの智の
証する真如であるが， 一乗の浄土は，（衆生の妄識の生ずる）事法である，
13 f法性浄土，所翻10日J.智鍛『孔自主主』十種浄土章，大正臓 45・541上．
14 「寂照照寂ー梱真由日j，智俄『干し目撃』に頻出する終教の真如の表現．石井公成（196],
235頁．
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と言う．
こう した浄土説は， 『干し自章』 十種浄土章を敷術したものであるが．具
体的であり判り易い．凡夫の事法が十仏の浄土である，として，背反する
ものの一致を唱える智倣の教学は，理・事の無分別を愛する義湘にとって，
共感し易いものだったのであろう．
結局の所，義湘に依れば，一乗の唯識説と三乗の唯識説との違いは，後
者が，理・事の無分別，つまり，相即相敵を説かない点、に，求められるの
である．
VI 二乗週心
後に唯識説と絡めて極果週心を扱うため， ここでは（唯識説とは関わらな
いが）二乗坦心を扱う． 『華版経』入法界品に描かれる，舎利弗らの週心に
つき， 『華厳経問答』巻下に，次のようにある．
問．漸教相中，舎利弗等，法務会至，方一乗入．所入一乗，即是，華厳別教．
既入別教者，何故，此文中，同在祇林，而如盲聾，不見開仏菩薩所現之:i;J:,
答．為欲顕教義深故，順前米入時及態法，説不分．約様欲熟，有分故，問在
会，後開法．比即坦入ー来相．（大正磁45・61lc) 
舎利弗らは，法議会を経て（同教一乗に週入し），別教一乗に週入する．
『華厳経』に，舎利弗らが，盲聾の如く，仏菩薩の現す所の司王を見聞しな
かった，とあるのは， 『華厳経』の教義が深いことを顕すために，週入せ
ざる時と愚法とに約して，資格がなし、（「不分J）と説いたのである．（既に
同教一乗に週入し）機根が熟していることに約せば，舎利弗らは，資格があ
る（ 「有分J）のであって，これから別教一乗に週入するのである，と言う．
『華厳経問答』は，舎利弗らを菩薩と し，二乗としないのである．
義湘の語録『道身章Jも， 『皇室厳経問答』に同じである．
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『道身』云 此機人．即菩磁故．無二乗相耳． 而実雷， 有従二乗至此機熱
処，有従菩隣至此機熱処．因此而云．実是菩随，従前二釆来故．力日二乗名耳．
（巳上）（ 『均如大師華厳学金書』下巻 338頁）
それでは智織はどうか． 『孔目章』第八会入法界品初弁週心章に，次の
ようにある
虫日m子一人，長者i宜｛吏，方使与直等．毅当従人天及大殺部巴去乃至初教．
如舎利弗，週心等位，義当初教己後乃至頓教及終教巳下．（大正綴45・583c)
『法華経』の窮子は，人天や大衆審flや初教から（法華同教一乗へ）廻心し，
『華厳経』の舎利弗は，初教や頓教や終教から（華厳別教一乗へ）廻心する，
と言う．よって舎利弗は，菩躍であり，ニ釆ではない．また次のようにも
ある
ニ，約終義． 弁廻心者，自日下経文．大智舎利~，与五百比丘，週心，向
文殊師手lj，並言宿世善根現．六千比丘，願久共修行，成実谷属．舎手lj弗身3・
在仏法中，義，当聡明イ立． 今挙為週者，即顕其行終，具智慧相．今復週心，
当週之時，即得十種大法及十限十耳等際．具在入法界経文．当知，其｛立，
是終非始．其｛立， 在頓悟熟教義，通初数等．（大正蔵45 ・ 5~3c)
舎利弗は，（智慧第ーとされ『般若心経』等の主人公とされる如く） r聡
明位Jにあり，頓悟熟教（終教）や初教に，既に週心した菩確なのであって，
煩悟熟教（終教）や初教から，別教一乗に［今復週心Jするのである，と言
う． 義湘の説は，智織の説に拠ることが判る．
四 極果週心
但し，週心をめぐる義湘の説には，智俄に確認できないものも存する．
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それは，三釆・の最も鈍根なる人が，阿羅漢 ・独覚・ 仏という自位究覚果に
至つてのち，一乗の見聞位に週入する，という，いわゆる極果週心である．
極果週心に闘する資料は少なくないが15’ここでは『華厳経問答』巻上のみ
を挙げる．
m:鈍般人，如所開教，至自位究寛果，方週入一乗見聞｛立（大正競45・60la)
極来週心説は，新羅 ・日本を通じて議論され， 日本では異端として排斥
されるほどであったが16，それが義湘の創説であるか，あるいは智倣に遡る
華厳教学の古説であるかは， 未だ検討されていない．ここではそれを検討
する．
まずは前掲の『華厳経問答』の文から始める． f自位究寛果Jとは，阿
羅漢 ・独覚 ・仏である．このうち， 阿羅漢が別教一乗の見聞位に週入する
ことは，智倣も認めている． 『五十要問答』諸経部類差別義に，次のよう
にある．
如 『法華経』 ．宗義，是一乗経也．三乗，在三界内，成其行故．一乗，一
界外与三界，為見聞故 （大正蔵45・523b)
一乗は， 三界の外と内とを，見聞位とする，と言う． 三界の外を見聞位
とする，とは，漏尽して三界を出た人が， J.lj教一乗の見聞位に週入する，
という意味である． これは， 『大智度論』巻九十三の，次の文に拠る．
待阿緩漢時， 三界諸漏因縁尽，更不復生三界．有浄仏土，出過三界，乃至，
無煩悩之名．於是国土仏所，関『法華経』，具足仏道．（大正議25・714a)
恐らく智織は，阿羅漢が， 三界の外で， まず同教一乗たる『法華経』を
IS石井公成（1996],276頁－279頁
16 石弁公成（1996],426頁-434頁．
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聴き．その後，別教一乗の見開位に入ると考えていたのであろう 11. よって，
阿羅漢からの極果廻心は，智鍛も認める所である．
また， 『勝霊経』に拠れば，無漏界（三界の外）に安住するのは，阿羅漢・
独覚 ・大力菩磁であり，イ具に意生身を受け，修行して仏となる（大正競12・
2 I 9c）.よって，独覚からの極果廻心も，智倣の認める所でめったろう目問
題なのは，三釆zの仏からの極果週心である．
『華厳経問答』は「自位究寛果Jという言葉を用いていた． 「自位究覚J
という言築は，智徽『干し目章』 三種菩提章にも出る．
三種菩提者， ー，戸開菩提．二，縁覚菩提． 三，仏菩提．依3主教分，自｛立究
覚，虚通日道
問．芦間縁覚，既非究克 因何共仏，得菩提名．
答． 声聞縁覚，若対於｛ム， HD非究寛．若就当位，依数分斉，不別作仏，成自
羅漢.HP為究克故，］｝IJ得菩提名．（大正蔵45・563b)
智俄は， 「自位究寛Jという言葉を，声聞 ・縁覚 ・仏について用いる．
これは義湘が， f自位究寛果Jという言葉を， 三乗について用いるのと，
同じである．しかし，義湘が，三乗の「自位究寛果Jを，一乗に較べ低く
見るのに対し，智倣は，声聞 ・縁覚を，究覚に非ずとするのみであり，仏
を究覚に非ずとはしていない．仏は，必ず究寛なのである．それは恐らく，
仏が，一乗の仏以外にあり得ないがらに他なるまい．
よって，三釆の仏が一乗に週入する，という『翠厳経問答』の考えは，
智倣の考えと，異なるのではないか，という疑問が生ずる．
もう一つ例証を挙げる．智倣『捜玄記』巻四下に，次のようにある．
一乗之行学．亦有始．若｛衣定学，明始分斉者．
若約週心人， 即用非至定及初縛定等，為学始．
若拠直進人，即用光得意言定，為初学始
17この『大智度論』の文は，『孔目章』十種浄土重量に号｜かれる．大正臓45・541b
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頓悟人，；立言無分別定，為初也．（大正競35・82b)
迎心・直進・頓悟は，それぞれ，廻心始教・直進始教 ・終教に等しい
「・田Jで略した部分において． 『捜玄記』は，最初から 「一乗不共教」（見IJ
教）にいる人の行学の始めを，修行の全段階としているため，ここで言う「一
釆之行学，亦有始」は，余教から fー 来不共教J（男lj教）に入る人の，行学
の始めである，と見なし得る目
まず，週心の人は．非至定や初禅定を，行学の始めとする，と言う目非
至定や初若手定は，色界（非至定・四禅定 ・中間定）であり，見道の依地であ
るは
次に，直進の人は，光得意言定を，行学の始めとする，と言う．光得意
言定は，見道前の四善根（媛 ．頂．忍．世第一法）のうち’媛の依止である円
四蕃根は，通常，十週向の終りであるが， 『五十要問答』四尋恩義は，四
善根を，十信・十住・十行 ・十週向に配し（大正臓45・530b), 『捜玄記』
も，頂・忍・世第一法を， ＋住・ 十行・十週向に配する（大正臓35・33c,
38a, 42ciw. ゆえに光得意言定は，十信である．
更に，頓悟の人は，意言無分別定を，行学の始めとする，と言う．意言
無分別定は，四善根の依止たる，光得意言定等の固定に等しいが，法蔵『五
教章』行位差別が言うように，四善根は始教の説であるため（大正蔵45・
488bc），終教では固定に分けず，ーの意言無分別定を立てるのである．
非至定や初禅定も，光得意言定も，意言無分別定も，見道の準備である．
趨心の人は，（鈍根のため）見道の直前に見道の単備を始め，直進の人 ・頓
悟の人は，（利根のため）十信に見道の準備を始める．その時から，男lj教に
入る人の行学は始まるのである．
見道の準備が，別教に入る人の行学である以上，最も遅い人でも，見道
IIなお法相唯餓では．中間定は見道の依地から除かれる．『磁伽師地論』巻六十九．
大正綴30・682c等．
19真締訳『摂大粂論釈』巻八， 大正蔵31・207c.
初真1帝釈『摂大衆論釈』巻十一． 大正蔵31・229bの特殊な理解に拠る．
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に入札世間を離れた時には，男lj教に入ると見なさねばなるまい．上の『授
玄記』の文は，離世間品の釈である． 世間を離れた時別教に入る，という
考えは，離世間品から入法界品へ，という『華厳経』の構成に等しい．
見道は，初地の始めである．余教の人が，見道までに別教一乗に入ると
すれば，十地は別教一乗のみとなる．三乗の十地は仮設であり，実には存
在しない．
ここで思い出されるのが，法蔵『探玄記』巻ーの，次の文である．
三，引為者，繍彼．昔日前共教菩藤，於彼教中，多時長義深解， m微行布教
源，即当得此普賢法界． 既云「無量億那由他劫，不信此経J.即知，過此劫
数， 必当信受．以離此普法，更無余路得成仏故． 『経』不説「彼過此劫数猶
不信J故
問 若彼地両1)，過彼劫数，必信受者， 1'!1先日地上二宗不別．笠彼所信，然十
地耶
答． 於彼教中，具有行布十地， 漸時乃至仏果，長義彼機器，務令成熟綴
遅之者，至此劫数，定当信入．京日其疾者，是即不定．可准知耳．
（大正蔵35・l17c) 
『華厳経』に， 「無量億那由他劫， 不信此経Jとある無量億到I自他幼は，
ー阿僧祇劫（無数劫）であり ， 『皇室厳経』を｛言じぬ共教の者も，i也前のー阿
僧祇劫を経て，十地に入る時には，別教に入る ゆえに，共教の十地と，
別教の十地とは，男ljでない．共教は，行布の十地を教えるが，それは，共
教の菩薩の根器を（地前に）長養し21. 務めて成熟せしめるため（の方便説）
21石井公成［1996),277貰は，三乗の菩薩が， 行布の「十地を進んでいく過程jにお
いて，「長養根器jすると解する．しかし次に見るように，絞苑は，三釆を「無実十地
仏地jとし，その上で「長養根器jを言う．ゆえに，三乗の菩薩が行布の十地を実際
に進むことはあり得ず， 『長養根器Jするのは．地前においてであろう．石井公成［1996j
の見解は，無量億那由他劫を地前のー 阿僧祇劫とせず，地上も含めた劫数とする所か
ら生じている．担正本幸男[1937),83頁は，無量億那由他劫を地前のー阿｛首祇劫とする．
筆者もそれに賛成である．
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であり，実際には，共教の菩薩も，ー阿僧祇劫を経れば，日IJ教の，円融の
十地に入るのである．共教の教える，行布の十地は，言葉のみの仮設であ
る． 極遅の者は，地前のー阿僧祇劫を経て別教に入り，疾き者は．それ以
前に別教に入る． これは先の，智鍛 『捜玄記』の説に等しい．
法蔵の弟子たちの説もまた，この説に同じである．慧苑『刊定記』巻ー
に，次のよ うにある．
問．若権教菩薩，皐究還須入実教者，権教所説，十他（地？）仏他（地？），宣
虚設耶．
答．権教所説，因果行相．非実非虚．非虚者，為接（摂つ）引故，長幾綬器
故．無実十地仏地故．非是実也．（新纂統蔵35・84b)
権教の十地と仏地とは，（ニ乗に菩踏の行位を教えて）摂号｜したり，（菩薩
がt也前に）根器を長養したりする点、で虚に非ず，実には十地と仏地とがない
点で実に非ず，と言う．
文超『自防遺妄集』巻四にも，次のようにある．
拠三乗差別教中，入此一乗，略有三処入． ー，十住初心入 以得｛立不退故．
二，週向終心入．於ー阿僧祇諸行純熟故．三，侮遅至初地入．以紅f等法界融
通自在放 （大正臓72・623b)
三乗の者は，遅くとも初地には一乗に入る，と言う．慧苑や文超は，単
に『探玄記』に従うのではなく，智鍛以来の伝統に従うものと思われる．
伝統においては，初地以上は，必ず別教一乗に入るのであった．ゆえに
義湘の説く極果週心は，それと相違するものと見なさざるを得ない．極果
坦心は， 「『華厳経両巻旨帰』や『法鏡論』等に見られたような地論宗の
行位説，すなわち，｝IJ教によって修行して仏となった後に通教に転入し，
通教によって諺行して仏となったのちに通宗の「信位jに入ると説く主張
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に基づくものであるJ22.恐らく義湘は，地論宗の行位説を，主審厳教学に導
入して，極果廻心を説いたのであり，智倣は，短果週心を説かなかったの
であろう．
なお周知の如く，法蔵『五教章』建立一乗は， l鳴
以至自位究究処故，後皆進入別教一衆，（大正臓45・477b)
と説き，義湘の説く 「自位究寛果」からの極果週心と，等しいように見
える．しかしこの文は， 『法務経』の，三車（三衆）を求めて火宅（三界）を出
るl戦えに拠るものであり， 「自位究寛処Jは，三乗が三界を出た時（出世），
と見なさなくてはならない． 『五教章』建立一乗に，
当知， 『法華』中，三釆之人，為求三.ij:，出至門外者，員lj三乗倶是．出世
自位究寛也．（大正毅45・477c)
とある，三乗が三界を出た時，とは，出世間道を起す見道以上である．
菩薩の見道は初地であるから， 『五教章』の文は， 三乗の菩躍が初地以上
は別教一乗に入る，と解すべきに思う．
対するに， 『華厳経問答』巻上は，同じ『法華経』の喰えに拠り，
如『法華経』云，既至三車処，方又索車故．仏乃与一恵故．彼三II処，即
三乗果愉故．不可不爾也．（大正競45・60lb)
と，纏果週心を説く．三車を求めて火宅を出るのを． 『五教章』は， 三
乗の出世と釈し， 『華厳経問答』は，三乗の果と釈し，両者は明らかに異
なる．法蔵も，智織に同じく，極果週心を説かなかったのであろう．
ロ石井公成［1996],277頁．
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VIl おわりに
以上，主に智倣と比較しつつ義湘の教学を検討した．少量かつ簡潔な義
湘の著作は，智織の著作との綿密な比較によってのみ，その独自性を把握
できょう．本稿においても，それを少しく試みたのである．
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